
 

 

■櫻井啓一ご挨拶 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 平成２４年度 当初予算の概要を３月議会で審議  

 

 

 
 
 
 
 

                              ミヤリーちゃん 

■宇都宮市都市ブランド戦略プロジェクトが「最優秀賞」を受賞！ 
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2 月 4 日の立春の日に大根 
と人参をすりおろし中！ 
 
 

 向春の候、皆様方にはご健勝にてお過ごしのこととお喜びを申し上げま

す。日頃より、私と後援会の運営にご理解とご協力を賜り、心から御礼を

申し上げます。信頼される身近な議員として、そして一人の人間として、

今年も努力して参りますのでご指導を賜りますよう宜しくお願いします。 
昨年の東日本大震災の復旧・復興はもちろんのこと、安全・安心で住み

よいまちづくりと、教育と子育て環境の充実や医療・介護・福祉の充実に

も取り組んでいきます。そして、地域の活性化をはじめ経済と雇用安定も

生活をしていく為の基本であります。「自助・共助・公助」を基本に人と

地域の「絆」を大切に、明るく豊かな社会を一緒に創っていきましょう。 
＜災害時初期の無線訓練＞ 

～全市一斉に「災害情報収集伝達訓練」を実施しました～ 
日 時   2 月 21 日（火）１５：００～１６：００ 
内 容  （市役所の災害対策本部より、全市一斉の MCA 無線を使っ

た訓練や事前登録制のメール配信による情報訓練を実施） 
 
 

＜行財政改革を実施し、市民生活向上の為の予算！＞ 

平成２４年度の一般会計当初予算ですが、固定資産税の評価額が下がり、前年

度比 26億円程度の税収減や、基金繰入金を前年度比 13億円程度減らし、前年

度比約 0.8％程度減の１，８２６億円（概算）の予算となる見込みです。 

昨年の「東日本大震災」の復旧・復興をはじめとする学校施設の耐震化や小中

一貫教育の実施や教育環境の充実のほか、地域経済を支える活気と活力ある社

会ための都市ブランド戦略の推進や投資的経費などの増額や、将来の人口減少

社会の対応を図り、住み続けられる持続可能な都市づくりを計画的に進める予

算編成です。また、重度心身障がい者医療費助成制度（現物給付の導入）を新

規に実施することや医療・福祉・子育て環境の充実を図る予算の予定です。 
 

 

 

（社）日本パブリックリレーションズ協会主催の 2011 年「PR アワードグランプリ」最終審査会が

六本木アカデミーヒルズで開催され、宇都宮市都市ブランド戦略プロジェクト「宇都宮プライド」が、

PR アワードグランプリ コーポレート・コミュニケーション部門で「最優秀賞」を受賞いたしまし

た！ 今後も更に、愉快な魅力を市内外に発信し、市民が誇りや愛着を醸成すると共に、100 年先も

誇れるまちとなることを目指し、持続可能で魅力ある宇都宮市を創っていきましょう。 

http://www.keiichi-s.com/


◎後援会からのお知らせ◎ 

『第５回ゴルフコンペ開催』 

日 時  ５月３０日（水） 8時集合 

場 所  サンヒルズカントリークラブ 

参加費   ￥１３，５００－ 

    （プレイ費、キャディー、昼食 

1 ドリンク、パーティー、賞品代込） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎けいちゃん所感◎             皆様のご参加をお待ちしています 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

地球温暖化が騒がれていますが、今年の冬は例年に

なく寒い冬でした。例年より、梅の開花が遅れており、

桜の開花も遅くなることが予想されます。 

また今年は、3 月の選抜高校野球で作新学院が出場

し、5 月 22 日に東京スカイツリーと「とちまるショ

ップ」がオープン、7 月には夏のオリンピックが、ロ

ンドンで開催します。みんなで応援しましょう！ 

 ～皆様が健康で、良い年でありますように～ 

今年も宜しくお願いいたします！ 

 

＜宇都宮市の公共交通の取り組み状況＞ 

将来の少子高齢社会の住み良いまちを目指し、

「ネットワーク型コンパクトシティ」のまちづ

くり計画の基、市民に身近で必要不可欠な公共

交通の整備計画が全地区で進められています。 

日本の 50 年後は 5 人に 2 人が 65 歳以上！ 

中心部は、戸祭循環バスや「きぶな号」が運行

しており、郊外部においては、清原・瑞穂野・

古賀志・国本・篠井地区で「地域内交通」が運

行・試験運行を開始しており、今後も少しずつ 

市民の利便性を高めるために運行箇所を増やし

ていきます。そして、清原工業団地方面との連

携や JR と東武鉄道との連携ができ、将来も持

続可能な都市としての東西の基幹交通と都市の

魅力を高めるものとして、LRT を含めた新しい

公共交通のシステムを検討しています。 

＜安全・安心なまちづくり対策＞ 

昨年の東日本大震災を受け、宇都宮市は

「地域防災計画」の改定を進めています。

今までの項目に無かった「放射能対策」や

災害時初期の連絡体制などの改定を行って

います。また、今回の災害の緊急時の連絡

体制と危機管理体制の充実を図るため、現

在利用している MCA 無線の拡充を来年度

は図っていきます。具体的には、各地区市

民センターや小・中学校、消防団も活用で

きるために、238 台を増やしていきます。 

議会においても、「災害対策調査特別委員

会」を立ち上げ、様々な災害対策と対応が

できるよう議員が議論を重ね、中間報告書

を市長に提出し、行政側の地域防災計画に

盛り込まれるように提案して参ります。 

◎議会改革 
市民に信頼される議会を目指し、昨年 7 月よ

り「議会制度検討会議」を立ち上げ、優先的に

直ぐに実行できるものや中長期的に実行するも

の等を検討しています。 
3 月定例会から実施する事項 
※一般質問を現在の一括質問から、一問一答

も選択できるようになります。 
※東日本大震災や経費削減を鑑み、姉妹都市

などの海外視察を今任期中は自粛する。 
※議案等の賛否公表を広報誌や H.P で具体的

に実施することや広報誌の充実を図ることなど 

～震災の復興～ 

昨年の「東日本大震災」から１年が過

ぎ、様々な思いの中で多くのイベント

が実施されました。地震・津波・放射能

のトリプル災害は、復興するまでには長

期化となります。がれきの処分など、協

力できることは多くの自治体で協力し

なければなりません。国・県と連携し、

「オール日本で１日も早い復興を！」 

 


